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は じ め に      

 相模湾から東京湾内にかけて，定置網，旋網，刺網な

ど多種多様な沿岸漁業が展開されている。これら漁業の

経営は，漁況の短期から長期の変動に強く影響されてい

る。漁業経営の安定を図るためには，漁況変動の実況と

短期から長期の予測などの情報が必要である。 

 ここ数年の本県沿岸漁業の総生産量は，約３万トンで

ある。その内，約２万トンが相模湾沿岸から東京湾口に

設置された約80ヶ統の定置網により生産されている。定

置網は設置位置が年によりあまり変化しないこと，他の

漁業のように魚種を選択して漁獲しないこと，東京湾か

ら相模湾全域の沿岸域に設置されていること，漁況デー

タが日単位で連続して得られること，沿岸漁業の主幹漁

業であることなどから，その漁況データは，相模湾及び

周辺域の漁況変動の実況を把握するための質の高いデー

タである（木幡1979）と考えられる。 

 このような定置網漁況データの有効性を考え，神奈川

県水産試験場，同相模湾支所，静岡県水産試験場伊東分

場は，相模湾の漁況変動の実態把握と予測を目的に，そ

れぞれ定置網漁況データを昔から収集してきた。３機関

が共同作業として担当海域の定置網漁況データの収集，

交換を開始したのは1973年(昭和48年)からである。デー

タは電話を主体に収集されたが，漁場に直接でかけて収

集することもあった。その当時26ヶ統の定置網から日々

のデータを収集したが，現在は23ヶ統から収集している

（図１）。 

 収集された大量データの交換は電話と郵送に依存した

ため，時間がかかるなどの問題があった。そこで，1979

年にテレファックスを導入し，データ収集・交換の迅速

化と省力化が飛躍的に図られるようになった。 

 収集された大量データは，台帳に記入され処理される

ため，多大な労力と時間を要するなどの問題があった。

これらの問題点を解決するため，３機関ともに大型コン

ピュータの導入を考え講習会に参加した。1979年に伊東

分場では大型コンピュータによるデータ処理が試みられ

た。しかし，大型コンピュータの端末機が整備されてい

ないため，コンピュータが設置されている場所でデータ

入力と処理をしなければならず，実用化には至らなかっ

た。 

 1985年代に入り16ビットパーソナルコンピュータ（以

下パソコン）が急速に普及し，従来大型コンピュータを

利用しなければ不可能であった各種の作業が，容易に行

える状況になってきた。そして，1987年までに，前述の

３機関すべてに16ビットパソコンが整備され，３機関が

共同してコンピュータ処理を行うことが可能になった。 

 そこで，収集されたデータを迅速に処理し保存するこ

とを目的として，3機関が共同して定置網漁獲資料＊デ

ータベースを開発することとなった。開発されたデータ

ベースを1987年より一部運用した結果，データの処理時

間が大幅に短縮され，データがフロッピーディスクに迅

速に保存されるようになった。
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図１ 相模湾沿岸定置網漁場位置 

 

 

 ここでは，データベースの開発経過及び基本となる 
＊マスターファイル作成プログラムを中心に述べる。 

 本文にはいるに先立ち，定置網漁獲資料の収集に当た

って長年にわたり多大なる御協力をいただいた，神奈川

県海面24ヶ統，静岡県海面12ヶ統の多くの定置網漁業者

の方々に心より厚くお礼申し上げる。 
＊データベース 

 マイコン用語辞典（1982）によれば，(1)用途を，特

定業務向けに限定しないように設計されたファイル群，

またはファイルをいう。データの重複登録を避けると共

に，プログラムとファイルとの相互の独立性がはかられ

ている。(2)データ・バンクよりは，小規模で特定また

は不特定多数の要求に応じられるように必要情報を蓄積，

整理保管，メンテナンスしておき，要求に応じて情報を

提供するシステムをいう。 

 本報告では，(2)をさす。 

＊マスターファイル 

 マイコン用語辞典（1982）によれば，(1)比較的永続

的に用いられるデータを含むファイルのこと。(2)ある

仕事で，基準となるファイルのこと。 

 本報告では，(2)をさす。 

方   法 

 データベース開発の手順は次のとおりである。 

(1) 漁況情報収集・処理・伝達などの現状と問題点

の把握 

 現在実施している漁獲データの収集，処理，伝達，な

どの現状並びに定置網の漁獲データの性質を把握するこ

とにより，現在の業務の問題点を明らかにする。 

(2) 今後の業務の方向（在り方） 

(1)で把握された問題点を解決するための処理シス

テムを検討し今後の業務の方向を明らかにする。 

(3) プログラムの作成 

(2)で検討されたシステムに基づいてパソコンプロ
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 グラムを作成する。プログラム作成に使用したパソコ

ンシステム及び言語は次のとおりである。 

本体 ＮＥＣ ＰＣ9801ＶＭ4（640ＫＢ） 

モニタ ＮＥＣ Ｎ5913 

プリンタ ＮＥＣ ＰＣ－ＰＲ201Ｈ 

言語 ＮＥＣ Ｎ88－日本語ＢＡＳＩＣ 

 (86)（ＭＳ－ＤＯＳ版） 

結   果 

(1)漁況情報収集処理・伝達などの現状と問題点の把握 

 ア 現状 

  現状の業務流れ図を図２に示す。 

 水試相模湾支所を例にとると，作業内容及び作業時間

は表１のとおりである。図２，表１から相模湾支所では，

収集した漁獲データから８種類の表帳類を作成しており，

この作業に要する時間は年間250日に達していることが

わかった。 

 また，静岡水試伊東分場，神奈川水試とも収集した漁

獲データからそれぞれいくつかの表帳を作成している。 

 このようにして整理された定置網のデータは，木幡

（1974）によると消極的な固定漁具から得られる，少な

くとも百数十銘柄に分類されたデータである。 

 

図２ 現状業務流れ図 

 

 

 

表１ 水産試験場相模湾支所における定置網漁獲データの処理作業 

名  称 内          容 処 理 時 間 

電話聞き取り
調査原票 

漁場から電話にて日別魚種別漁獲量を聞き取った原票 1/6h×8漁場×365回＝487h 

西湘地区漁況     
日報 

電話聞き取り調査原票から作成した漁場別，魚種別漁獲
量の取りまとめ帳 

1/2h×365回＝183h 

漁場別台帳       
電話聞き取り調査原票等から作成した，日別，漁場別，
魚種別漁獲量の１年分の台帳 

4h×8漁場×12回＝384h （聞取分）
10h×3漁場×12回＝360h（その他分） 

情報用地区別     
集計簿 

西湘地区漁況日報から作成した，漁海況情報用の各地域
の集計簿 

12h×18回＝216h 

調 査 表       
年１回発行する，定置網漁獲量の取りまとめ表「相模湾
定置網漁海況調査表」 

4h×45日＝180h 

 
5 日 集 計 表       

電話聞き取り調査原票及び静岡水試伊東分場及び神奈川
水試の報告を基に，20日ごと作成し漁業者などに送付す
る「漁海況情報」に記載する５日集計表 

8h×18回＝144h 

 
2 0 日間組成       

５日集計表から作成した魚種ごとの５日集計表 3h×18回＝54h 

魚種別集計表 ５日集計表から作成した20日分の主要魚種別集計表 1/3h×18回＝6h 

合  計  2,014h（252日） 
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 ちなみに，現在データを収集している23の定置網漁場

の内，１ヶ統のデータから得られる魚種数は，おおむね

１日あたり10～30種である。仮に１日あたり15種を処理

する場合，１日のデータ件数は， 

    23漁場×15種＝345件 

 １年間の場合は， 

    345件×365日＝125，925件と試算される。 

イ 問題点の摘出 

 図２の現状業務流れ図及び定置網から得られるデータ

の性質を検討した結果，次のような問題点が明らかにな

った。 

 問題点は， 

・ 各種集計表の作成は単純計算が中心であるが，デー

タ件数が膨大であり時間を要する。 

・ 多種の集計表を作成しなければならないが，そのつ

ど転記・集計するため時間を要するほか，誤りを発見

しにくい。 

・ 集計作業に時間を取られ，十分な分析が行えない。 

・ 過去に大量のデータが蓄積されているが，瞬時に利

用できない。 

・ 集計表以外の結果を求められたとき，迅速な処理が

できない。 

などであり，パソコンを導入し漁獲資料のデータベース

を作成することにより，これらの問題点を解決すること

が可能であると考えられた。 

(2) 今後の業務の方向（在り方） 

 一度入力したデータを基に必要とするすべての表帳類

に加工して出力させ得ることが，定置網漁獲資料データ

ベースの基本である。 

 将来の業務流れ図を図３に示す。データの収集方法は

従来通りであるが，収集したデータを直接パソコンに入

力することにより，漁獲量データのマスターファイルを

作成する。 

 このファイルを基にして，従来作成していた各種の集

計表を出力させるシステムを作る。 

 関係機関とのデータ交換は，当面フロッピーディスク

で行うが，将来はモデムにより行う。 

 以上の構想に基づき，当面次のようなパソコンプログ

ラムを開発した。 

・ 漁場別・日別・魚種別漁獲量マスターファイル作成 

・ １ヶ月分の漁場及び地域別の日別・魚種別漁獲量と

月集計 

・ 漁海況情報用の５日集計 

・ 漁場及び地域別の月別集計と年計 

 

図３ 将 来 業 務 流 れ 図           

 

 

・漁場別及び地域別の日別魚種別漁獲量のグラフ化 

(3) マスターファイル作成プログラムの作成 

 ア 記録魚種の決定 

 ファイルに記録する魚種は，柴田（1970）などを参考

としてこれまで相模湾内の定置網で漁獲された魚種を基

に決定された。記録する魚種のコード番号は250種であ

る（表２）。魚種コードは原則として日本産魚類大図鑑

（1984）を基準として，魚類，軟体類，甲殻類，哺乳類

の順番とした。実際に入力する魚種は154種（銘柄も含

む）であり，14種分（表２の№.235～250）は銘柄別の

合計値，日別合計値とした。なお，将来入力魚種が増加

した場合，入力可能とするため空きを設けた。 

 ファイルに記録する魚種の順番は，表２の魚種コード

のとおりであるが，データを入力する際の入力魚種番号

は，相模湾内で重要性が高いと考えられる順番に定めた

（表３）。 

 イ マスターファイルの構造 

 マスターファイルは，このシステムで別に作成する他

のファイル（月計魚種別漁獲量，１魚種のみの１年間の

日別漁獲量など）の基本となるファイルである。 

 マスターファイルの構造を次のように定めた。 

・ ファイルには，漁場別，日別，魚種別漁獲量を記録

する。 
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表２ 魚 種 コ ー ド 表 
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・ 漁場が固定しているのでファイルは漁場単位とし，

１漁場のデータを１ファイルに１年分収める。 

・ ファイルの種類は，データの追加訂正が容易なラン

ダムファイルとする。 

・ 入力データは，月日，揚網状況，魚種別漁獲量とす

る。 

・ 漁獲量データは，過去の資料から１日１漁場の漁獲

量が100トンを越えることは極めてまれであることか

ら，有効数字７桁の精度で格納する単精度実数型（４

バイト）とし，最低0.1キログラムまでファイルに記

録する。 

・ １日250の魚種が記録できる容量を持つ。 

 以上の条件を満たすように１日分のデータを記録する

ファイルを，次の模式図のように４セクターの容量に定

めた。 

 

 

0701 1000 @@@@ @@@@ 1FE2 @@@@ @@@@ 

 

 

月日（４バイト） 漁獲量（１データ４バイト250種） 

 

 

 ファイルのボリュウムは， 

 １日分１レコード４セクター＝256バイト×４セクタ

－＝1,024バイト 

 １漁場１年分 ＝1,024バイト×366日

＝374,784バイトと計算される。 

 ５インチ２ＨＤのフロッピーディスクには，ＭＳ－Ｄ

ＯＳ ＶＥＲ 2.11，ＦＯＲＭＡＴ ＶＥＲ 2.50の場

合 

  1,250,000バイト÷374,784＝3.3漁場 

となり，一枚のディスクに３漁場が収まる。 

 したがって，現在データを収集している23漁場の１年

分のデータは，８枚のディスクに収めることができる。

ハードディスク使用の場合は，約1,000万バイト（10メ

ガバイト）の容量を必要とする。 

 なお，このファイルを利用して集計等の処理を行った

結果，フロッピーディスクに比べハードディスクのほう

がはるかに高速であった。 

 ウ プログラム 

 作成した定置漁場の日別魚種別漁獲量のマスターファ

イル作成プログラムを本報告の末尾（付表：定置漁場の

日別魚種別漁獲量のマスターファイル作成プログラム）

に掲載した。 

 プログラムの使用法は次のとおりである。 

 ドライブＡにプログラムディスク，ドライブＢに￥Ｔ

ＥＩＣＨＩのディレクトリーを作成したデータディスク

を挿入し，プログラムをロードする。 

 プログラムがロードされると，画面に操作の指示が現

われるので希望する項目を選択し，作業を進める。 

 なお，選択することが多い作業（ドライブ２に，デー

タ・ディスクを入れましたか。（Ｙ/Ｎ））などは，リタ

ーンキーのみで作業を進めることができる。 

 初めに，次のメニュー画面が現われるまで作業を進め

る。 

 

 定置漁況の データ・ベース プログラム 
  １ データの入力 
  ２ データの追加・訂正 
  ３ 終了 
 番号を選んで下さい。 

 

 ここで，番号を選択する。ただし，揚網状況の訂正は，

１の「データの入力」を選択する。 

 「データの入力」について，各作業ごとに述べる。 

・ 月日の入力 

 最初に月日の入力を要求するので，指示どおりに入力

する。入力後訂正がなければ次に進む。 

・ 漁場番号の入力 

 画面に漁場番号と漁場名が表示されるので，該当する

漁場番号を入力する。入力後訂正がなければ次に進む。 

・ 揚網状況の入力 

 揚網状況の入力を要求するので，該当する揚網状況の

番号を入力する。入力後訂正がなければ次に進む。 

・ 魚種別漁獲量の入力 

 画面に次の指示が表示される。 

 

  〔Ａ〕魚種はＡ，〔Ｂ〕はＢ，〔Ｃ〕はＣ，日付は 
 Ｄ，を入力 
  現在の値に足す時はその値，引く時は〔-〕入替え 
 る時は〔*〕，終りは〔00〕を入力 

 

 この指示に従って魚種別漁獲量を入力する。 

 Ａ，Ｂ，Ｃの魚種は各 3々0種である。例えば，Ａを入

力すると30の魚種名が画面に表示される。そこで，該当 

月日(４バイト) 
揚網状況(４バイト) 

漁獲量(１データ４バイト、 
   250種） 
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する魚種番号を入力し，続いて漁獲量を入力すると入力

結果が画面に表示される。 

 Ａ，Ｂ，Ｃ以外の魚種は画面に表示されないので，入

力魚種番号表を参照して入力する。ただし，そのとき入

力した魚種はすべて画面右下に表示される。 

 なお，サメルイ，マンボウ，イルカ，ハナゴンドウク

ジラは尾数で入力する。これらは合計値の計算から削除

されている。 

 すべての魚種の入力が終了し，00を入力すると次の画

面に進む。 

・ 訂正，追加 

 今まで入力した魚種が入力魚種番号順に画面に表示さ

れる。訂正，追加があれば「Ｙ」を入力する。次に，漁

獲量の入力と同様に作業を進める。漁獲量の追加，訂正

の場合はその魚種の右側に漁獲量の入力と同様に入力し

た数字が表示される。また，魚種の追加は魚種番号表を

見て入力する。この場合，入力した魚種が新たに追加さ

れて表示される。 

 作業が終了し，00を入力すると再び追加訂正の画面に

戻る。 

・ 印刷 

 入力したデータを印字したいときは「Ｙ」を入力する。 

 ここで入力作業が終了し結果をファイルに記録して，

初めの画面に戻る。 

 ２の「データの追加・訂正」作業は，月日の入力，漁

場番号の入力までは１の「データの入力」と同じ作業で

ある。続いて「訂正，追加」の画面が表示される。以下

の作業は，前述した「訂正，追加」と同様である。 

考   察 

 1987年から作成したマスターファイル作成プログラム

及びいくつかの集計プログラムを使用しているが，デー

タの集計や作図に要する時間は大幅に短縮できた。 

 図４は，諸磯定置で1987年に漁獲されたマイワシの日

別漁獲量の５日間の移動平均値のグラフである。このグ

ラフの作成手順は， 

 

 

 

図４ 諸磯定置網のマイワシ漁獲量（1987年） 

 

① 諸磯定置の日別魚種別漁獲量の入力（マスターファ

イルの作成） 

② マスターファイルから年間の魚種別ファイルの作成 

③ 魚種別ファイルからグラフの作成である。 

このうち，①は日常の作業であるが，②および③の作 

業に要する時間は10分から15分であった。 
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 マスターファイル及び出力プログラムさえあれば求め

たい結果が，手作業に比して極めて短時間に得られるこ

とが，パソコン導入の大きな効果であった。 

 このように，パソコンの導入は，データ処理時間が飛

躍的に短縮できるというメリットがある。しかし，一般

的に言われている処理時間の短縮に伴う経費や労力の削

減については，それほど期待しない方がよい。この理由

は，過去のデータの入力及び他のプログラム開発やすで

に作成したプログラムの改良などに時間と経費が必要な

ためである。 

 今後は前述の３機関でモデムを使用してデータ交換体

制を進めていく予定である。この計画が実現すれば，リ

アルタイムで相模湾内の定置網漁況が把握できる。 

 木幡（1979）は，定置網から得られる生物生産の量的

質的変化は生物界の変動の実態をかなりの程度的確に反

映していると報告している。今後，データベースの作成

を進めることにより，相模湾内の定置網で漁獲される多

くの魚種について，パソコンを利用することにより相模

湾の魚種変動の実態を短時間で把握することが可能とな

ろう。 

 そして，相模湾ばかりでなく，他の地域においても作

成した漁獲量のデータベースを相互に交換する体制の整

備が進めば，全国的規模で有用種の分布状況，回遊状況

など今まで不明であった部分が浮かび上がってくるので

はないか。 
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付表 定置漁場の日別魚種別漁獲量のマスターファイル作成プログラム



 


